
北国なのに、雪のない冬。

局地豪雨。今年の気候は荒れ

るに荒れました。

全国的には、各地を猛暑が

襲い、また、超大型台風や集

中豪雨で大きな被害が出た所

もありました。

温室ガスが原因でしょう。

今年の米作りも天候に振り

回されました。

お米作りの最後の時期であ

る８月の高温によって、稲の

生育は早まり、早稲の品種を
わ せ

栽培している農家は、例年より１週間余り早い9月１０日前に稲刈りを始めました。

このような早い稲刈りは当地では、初めての経験です。

また、9月に入っても３０℃を超える真夏日が多かっただけでなく、３６℃を超えた日が

２回もあり、まるで真夏の収穫作業になり汗だくです。

「あきたこまち」は、１０日ほど遅れた９月２０日頃からスタートし、１０月中頃まで稲

刈りが続く見込みです。

異常な天候が続いた今年、中でも、最後の稔りの大切な「登熟期」。余りにも暑い日が続
とうじゅくき

いたから、収穫量や品質が悪くなるのではないかとの心配がつのりました。

早く稲刈りを始めた人から、今年の出来映えについてのニュースが次々伝わってきました。

「予想外に豊作のようだ！」「味もいいようだ。」という嬉しい報告がほとんどです。

８月下旬から９月の猛暑は、イネに致命的な障害を与えるのではないかと心配していたの

ですが、なんとか乗り切ってくれたようです。

１０月１日出荷分から新米になります。どうぞ今年の新米をご賞味ください。

提 携 米 通 信
2020年10月号・黒瀬農舎

Rice Lodge Ogata

★電話は土日祝日も含めて朝８時～夜８時頃まで対応致します（自宅兼事務所）。但し、電話受付の専任ス
タッフはいないため作業中や外出などで留守番電話での対応となることがあります。ご了承お願いします。

また、メールもぜひご利用下さい。なおメールは原則すべて返信していますので、返信メールが届かない
際は自動的に迷惑メールとなっている可能性もあるので迷惑メールの確認やメールの設定をご確認下さい。
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な ぜ 有 機 農 業 を 続 け て いる の か 。

無農薬・有機栽培のお米作り

は「雑草との戦い」です。

今年も、マガモ君たちにも応援

して頂きました。

手作りの特製乗用除草機も活躍

しました。

パートの女性の皆さんも日曜日

を除いて、丸３ヶ月毎日頑張って

頂きました。

でも、今年の雑草対策の評価点

は、６０点程度に止まりました。

雑草で、収穫皆無になった部分

はなかったものの、種が落ちるま

でに、雑草を取りきることができ

ず秋を迎えました。

ということは、雑草の種が田圃

に落ち、来年その種が芽を出しますから、来春にはその対策が余分に必要です。

労力や費用を多大に使い、経済合理性の追求に逆行する無農薬農法。なぜ続けているのか？

散布された農薬がお米に残る残留農薬から身体を守ることも一つの目的です。

もう一つの目的は、農薬や化学肥料による環境汚染を防ぐ目的です。

農業生産活動はどれもが、自然に調和し牧歌的な感じがします。

でも、農薬や化学肥料を駆使して効率的な生産を目指すようになった近代農業は、時には公害

を発生させる工業系産業とは比べ物にならないくらい、直接的な環境破壊産業になったのです。

しかし、農業・食糧生産は人間にとって大事な仕事です。

そこで、私たちが目指さなければならないのは、自然を征服して効率

的に食糧を得ることではなくて、身体にも環境にも優しい、持続可能な

食糧生産活動です。そして「農業は環境破壊産業だ」という自覚です。

このように想っている有機生産者や、そのような農業が行いたいと想っ

ている農業者は全国に沢山おります。

しかし、その者が作った農産物を食べることで応援して下さる消費者

がいないと成り立ちません。

消費者の皆さんのエシカルな生活姿勢は、志ある生産者を助け、そし

て、地球環境も豊かにするのです。

我が農舎は苦労は多くとも、皆さんのお陰で愉しい農業が続けられ、

今年も無事秋を迎えました。感謝！感謝です。

年末のお餅やリンゴ、手作り味噌などの予約注文は
１０月中頃にメール便でご案内します。

☆１０月２０日を過ぎても案内が届かない場合は、配達ミスの恐れがあります。

お手数ですがお電話などご一報をお願いします。

告
予約〆切：１０月２８日必着

豊穣の秋・ピッカピカの新米をお届けします。

我が家の「あきたこまち」は９月２７日から稲刈り作業に入
りました。猛暑が襲うなど過酷な天候でしたが、稲は何とか乗
り切ってくれたようです。 2020.9.2９

今年の最終除草成績は６０点でした。収穫までに雑草をとり
きれませんでした。 2020.9.15

右の写真はまさに蛇足
敬老の日の連休、稲刈り前に孫と県の南の方面にドライブしました。
湯沢市に入れば見慣れない旗が林立。・・・菅さん生誕の地でした。
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